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は供試樹種、夏季の温室 の管理 な ど今後 左細検 討の余地 があるo

な夢、冬 ざ しで翌年5月 に移植可能 の庭園樹木 はつ ぎの ような勇の であつだo

キ ヨウチク トウ、サ ンゴジユ、 イヌツゲ、 キンマサキ、 トベラ、 謀オ イ ヒ}{、 ビヤクシン、

イタ リアンサ イプレス、7イ 蓼ヒベ、 オウゴンイ ブキsエ ン認ウスギ、 ゲツケイジユ、 ヒイ ラ

ギ、 ヒラギモクセイなどo

今 後の問題 と しては、圃場 に移植後 の管理、移植 の方法 と してボツ ト植 栽 な どの検 討が考 え

られるo

5.ヒ ノ キ の 変 異 に 関 す る研 究 初生葉の展開段数における変異

前 田 武 彦 ・宮 島 寛

1.ま え が き

ヒノキの初生葉 の展闘段数が同属 のサ ワラとは大 きく異 な り、また ミシ ョウヒノキの母樹問

に潜いて もい くらか異 なつ ていて、環境条件 に よつ て変化す ることは 雛林九支講 に報告 したo

今 回1よその初生葉 の展開段数 の変化 を光 と養分濃度 の=二つの条件下 でみてみたo初 生葉 の展胴

段数 に変化 をみた 肇母樹 よシの実生 集団 と変化 がみ られ なかつた 喋母樹 よりの実生 集団 とを標

識 した炭酸 ガス を使 つて炭酸同化 を行 なわ しめ、14C(》 の とりこみ をもつて同化能 を推定 し、

母 樹別実 生集団の闘 の同化能 を講 べた0

2.材 料 と方法

ヒノキの初生 葉の展開段数 の調 査 は九大粕屋演習林 の造林地 より精英樹候 補木 を含む5本 の

母樹(ノ 匠5、 ノ甑6、 ノ拓=10、 ノ甑12、 ノご615)を 選 抜 し、そ れ らの舟樹 か ら1967年 採種 し、

翌年5月 に同演 習林内の15m×lmの フ レームに播種 したo播 種床 は花 醐岩風化土(SCL)

を客土 した もの である。照 度お よび養分濃度 を変えるために次 に述べ る方法 を とつたo照 度は

黒 色カンレイシヤ を用いてA処 理(栢 対照度566%)、B処 理(1S.9%)、C処 理(6.9

%)と レ 歎 養分醸 雌 友縢 複 合液肥1号 翻 い、苗木育成法D鯵 考 に してs区

(標 準区一55.G6$)、2S区(標 準区の2倍 区一19612S)と して7月 は じめか ら

10月 下旬 まで8回 にわけて施肥 を行 ない、対照区 と して無施肥区 を作b、5処 理5回 繰b返

しで、全体 稲5プ ロッ トに分けて実験 を行 ない、1968年 口 月標本 を無作意 に約5e個

体ずつ抽 出 し調査 したo初 生葉 の展開段数 の測定 後それ らの標本 を温室 に移 し、 同化 に影響の

少 ない2か 月間そ こで生育させfc後 に、 ヒノキ苗の母樹別 び4C(》 の とbこ み を測定 した。

14C儀 の とりこみの測定 はア ク リル樹脂製 の2㎡(l
m×lm×1m)の 同 化箱 内で照度を

10,9oOLux、5,0PoLux2,5001,ux、1,2501}ux600Lux 、の5段 階に分けて行なつftOま た この



実験 では初生葉 の展開段数 の調査 の結果著 しく差 がみ られた/55、Mal2、 燃15を と9、 前処

理 としての養分濃度別 に三 つ、照度別 にAとBと の二つ に分 けて5回 繰 り返 しで25℃ 定温度下

で5時 間同化 を行 なわ しめた。 同化箱 に これ らの標本 をセッ トした後 にBa14C亀(5μCi/ng)

100mgに 乳酸 を滴下 し、14C伍 を発生 させ て同化箱に導入 した。 同化箱 内 の14C()!zは500μ

Ci/㎡ で あるo導 入完了後14C亀 を プアンでか くはん したo同 化を行 なわ しめた後標本 をむ し器

にてむ し、乾燥秤量 後鉄鉢 で細 か く粉状 に した後10mgを とつて液体 シンチレー シ ヨンカウンタ

ー で放射能濃 度(CPM)を 測 定 した。

表一1母 樹別 ヒノキ初生葉展開段数



蕊 結果 と考察

初生葉の展開毅数は平均値で表一1に 示 したo海5で は高照度 と低照度条件下とでは著 しく初

生葉の展開段数に差を生 じ、低照凌区では高照度区の約17%増 加になb、 これ らを照度条件に

対 して母樹別に検定を行なつだ結果、蕉5は1%の レベルで、9512tt5%の レベルで有意差が

あつたoAK6、 燃10、 賑15で は燃5の よう左差はみ られなかつたo養 分濃度に対する反応は

照度差にみられるほ どの変化はみられなかつkが 燃12で は養分処理間に5%レ ベルで有意差が

あb、 他ではみられなかつたoこ れら5母 樹の中で反応に変化のあつだものを選び表一2に 示 し

たo

fXo5で は光条件が低下す るにしだがつて養分濃慶に関係左 く初生葉の展灘段数が著 しく増加 し

ているのに対 し、斑 肇5で は同様の変化はみられないoこ のことか ら、妬5の 苗では低照変条件

に適応するだめに展開段数が増加 したと考え られるeま だ姦 肇5で は低照度条件下でも形態的変

化をすることなく、不十分ではあつても適応できることから展開段数の増加がみられなかつたも

のと考えられる。crれ 購 者が1967年cて 行なつ嬢 験結果と一致 している2)。

表一2初 生葉の展開段数



表 一3ヒ ノキ母樹別14CQ!の と りこみ

2SxS9養 分濃 度;A、B:栢 対 照獲o

しか し、上述のことか ら、これら母樹溺実生苗の適応性を推定することは困難であるoそ こで

ヒノキの母樹別の14C(》 のとbこ みを測定 し同化能を知る目安 としだoこ のi4C儀 を用いた実

験では燃5、 蕉 壌2は 苗床処理間と同化箱照度聞との双方に有意差がみ られだのに対 し、蕉拓

は同化箱照度間にのみ有意差があつた(表 一5)o



図 一1.SA、SB区ICfoけ る 苗 木 の14C儀 の と り こ み

前処理 としての養分濃 度、照 度条件 を変化 させ てもA613の14CQの とbこ みにたい した変化 はみ

られず、全体的14C(》 の とbこ みをみて もノで615は 蕊5、ylE12よb高 かつた○

また、S区 で光条件AとBと の問で、これ ら3母 樹 の苗木 の14C(渥 の とbこ み を各同化箱 照度下

での変化 を図一11C示 した。図 一1が 示す ようにA処 理 を受けた ものとB処 理 を受けた もの との

間でか な りの差が あ り、5,000Luxか ら10,000Luxの 間 ではA処 理 、B処 理二つの グルー フ●

分 けが 明 らかに可能である。煮3と 妬15と を比較 してみ ると、ノ615に 齢 い てA処 理 とB処 理

との差が最大で燃5に おいて最小 である。特`(2,500Lux以 下 の低照度下 ではA63に はA、B処

理間の差は な く、盃15で はA、B処 理 問の差 は最大で ある○これ らの ことか ら盃3、 姦12は ム

B照 度問で初生葉の展開段数 に大 きな差が あるに もかかわ らず、14C(〉 の と りこみにはA、B照 度

間 に差が な く、特 に低照度下 での差 が小 さいため癒5、 姦12で は 低照 度に適応 す るには初生葉

の展開段数 を変化 させなけれ ばな らない程 度の同化能 であるのに対 し、磁13は 形 態的変化 をみ

る ことな く、 しか も照度 が低下 して も大 きな同化能 の変化が可能で、 また、同化能 も高 いとい う

ことが考え られ るo生 長 は同化能以外 に温度、水分、養分 な どの影響 が相 互に作用 しあつ てい て、

同化能 のみでは生長 の良否 を論ず ることはで きないが、低照度条件下 での適応性 を考 えると、生

長 と同時に初生葉 の展開段数 の変化の少 ない個体 を選抜す ることが有効 ではないだろ うかo
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